
※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

討論・請願・各議員の賛否

会　派　名（※） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 日本共産党 無会派
議  員  名

議  案  等
深谷市国民健康保険条例の一部改正 
深谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 
深谷市生涯学習センター条例等の一部を改正す
る条例 
深谷市環境基本計画の策定 
令和４年度一般会計補正予算（第８号）
　　一般会計予算
　　国民健康保険特別会計予算
　　後期高齢者医療特別会計予算
　　国済寺土地区画整理事業特別会計予算
　　ふかや花園駅前土地区画整理事業特別会計予算
　　水道事業会計予算
　　下水道事業会計予算
消費税インボイス制度の実施延期を求める意見
書の提出に関する請願 

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

不採択

3月定例会　議案等に対する各議員の賛否 （一部掲載）

小
嶋
　
　
隆

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

武
井
　
伸
一

湯
本
　
哲
昭

石
川
　
克
正

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

仲
田
　
　
稔

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢
　
寿
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

小
林
　
　
真

村
川
　
徳
浩

加
藤
　
利
江

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ×

産業防災

A
Q

A

A

Q

Q

農業施策推進事業
収入保険加入促進補助金の内容と金額、戸数は。
地球温暖化の影響で、降ひょう、突風被害、新型コロ
ナの影響による農作物の価格低迷など農業経営が
不安定となっている中、農業者の経営の安定などを
目的に、収入保険への加入を促進するため、令和5
年度から実施する補助制度である。収入保険は、全
国農業共済組合連合会が、自然災害や価格の低下
などによる収入の減少を補填するが、過去5年間の
平均収入の9割を下回った時にその9割を上限に補
填する。収入保険に加入するには青色申告の実績
が1年以上あることが必要で、国が保険料の２分の１
を負担する。令和5年度の予算は、法人の新規の加
入分として10経営体に対する補助（保険料の2分の
1、上限額20万円）を見込み、総額200万円である。
保険加入ができる要件、青色申告などをしている経
営体は市内に何件あるのか。
現在、青色申告の方は877経営体で、法人43、個人
が834ある。
周知の方法は。
ホームページや農協などを通じて周知し、独自のチ
ラシを農家に配布する。

か  でん

A

A

Q

Q

A

Q
防災施設整備維持事業
新たな事業として、避難情報等架電サービスの導
入とあるが内容は。
現在、防災情報を防災行政無線、メール配信、ツ
イッター、市ホームページ等で行っているが、メー
ルやネットが利用できない方等に、大事な避難情
報等の緊急性の高い情報を、事前に登録していた
だいた方に電話でお知らせする事業で、導入費用
は約３０万円、翌年からのランニングコストは約１５
万円である。
IP無線機の拡充に約２５０万円とのことだが、内容は。
IP無線機は東日本大震災等で様々な通信規制が
行われた中でも規制が非常に少なかった実績が
あり、災害時に有効な通信手段となるので、現在
の２７台から４５台に拡充するものである。

防災機能強化事業
防災士資格取得補助とあるが、今現在何人で今
回、何人を予定しているのか。
平成３０年から本制度を利用して防災士を取得し
た方は９名であり、本年度は５名を予定している。

議会のうごき
行 事 内 容

行 事 内 容

行 事 内 容

行 事 内 容行 事 内 容

行 事 内 容

議員全員協議会
・高病原性鳥インフルエンザの対応
・市内養鶏農場に対する支援の実施
・学校トイレの洋式化整備方針

31(火) 予算特別委員会

予算特別委員会

一般質問

一般質問

一般質問

議会運営委員会、議会閉会

議員全員協議会

・第２次深谷市総合計画後期基本

　計画の配布

・個別計画の策定

・第２次深谷市公共施設適正配置

　計画（原案）に対するパブリッ

　クコメントの結果及び第２次深

　谷市公共施設適正配置計画

7(火)

8(水)

13(月)

14(火)

15(水)

17(金)

件
案
事
人

深
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

　 　
　
　

審
査
委
員
会
委
員

深
谷
市
固
定
資
産
評
価

　
深
谷
市
固
定
資
産
評
価
員

　
深
谷
市
行
政
監
察
員

吉
田　

俊
輔

よ
し   

だ 　
　
　

し
ゅ
ん
す
け

お
お   

や　
　
　
　

た
か  

な
り

た
か   

の　
　
　

せ
い 

い
ち

く

ぼ

た 大
屋　

孝
成

髙
野　

誠
一

久
保
田　

み
ず
き

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
敬
称
略

新年度予算特集

令
和
５
年
度

議
案
第
18
号

令
和
５
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
予
算

討論
議
案
第
19
号

令
和
５
年
度
深
谷
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

討論
反
対
討
論

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
つ
で
も
あ
り
、
ま
た
食
育

と
し
て
の
教
育
の
一
環
で
あ
る
給
食
費
の
無
償
化
を
実

現
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
熊
谷
市
や
寄
居
町
で
も
実

施
し
て
い
る
中
小
業
者
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
振
興

を
図
る
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
て
お
り
、
一
般
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
難
聴
の
高
齢
者
を
支

援
し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

補
聴
器
の
購
入
費
の
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
て
い

る
。
以
上
が
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
反
対
で
あ
る
。

鈴
木　
三
男

賛
成
討
論

　
地
方
財
政
計
画
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
物
価
高
対
策
、
事

業
展
開
、
経
済
・
社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
最
大
規
模
の

予
算
編
成
と
な
っ
た
が
、
繰
出
金
、
起
債
抑
制
も
認
め

ら
れ
る
。
後
期
基
本
計
画
取
組
元
年
と
な
る
予
算
で
あ

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
挑
戦
、
子
育
て
支
援
に

お
け
る
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
保
育
料
完
全
無
償
化
、
移

住
定
住
推
進
に
お
け
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
創
設
、
農
業
施

策
と
し
て
収
入
保
険
・
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
補
助
、
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
新
展
開
、
Ｄ
Ｘ
及
び
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
取
組
拡
充

等
、
大
い
に
評
価
で
き
、
賛
成
で
あ
る
。三

田
部　
恒
明

反
対
討
論

　
国
保
加
入
世
帯
の
約
75
％
は
、
所
得
２
０
０
万
円
以

下
で
、
法
定
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
約
58
％
だ

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
諸
物
価
の
値
上

が
り
で
、
市
民
の
く
ら
し
が
大
変
な
時
に
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
負
担
は
暮
ら
し
を
さ
ら
に
大
変
に
す
る
。
次

に
、
加
入
者
の
多
く
が
、
今
で
も
高
す
ぎ
る
国
保
税
の

▼
請
願
第
10
号
（
不
採
択
）

　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

　
消
費
税
減
税
を
求
め
る
深
谷
・
寄
居
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小
林　
各
伺

ほ
か
８
名

賛
成
討
論

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
益
税
問
題
対
策
を
は
じ
め
メ

リ
ッ
ト
は
多
い
。
し
か
し
、
事
務
作
業
に
十
分
時
間
が

取
れ
な
い
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と

な
る
。
働
き
方
改
革
で
副
業
化
を
含
め
て
や
り
た
い
こ

と
を
仕
事
に
す
る
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
の
役
割
は

大
き
い
が
、
支
援
の
意
味
で
も
総
務
的
な
事
務
負
担
は

簡
略
化
し
た
い
。
周
囲
の
事
業
者
同
士
の
会
話
か
ら
は

ま
だ
制
度
は
浸
透
し
き
っ
て
お
ら
ず
、
大
企
業
と
小
規

模
事
業
者
、
経
済
の
分
断
に
も
結
び
つ
く
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
は
延
期
し
た
い
。

小
林　
真

　
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の
問
題
点
①
物
価
上
昇
に
繋
が
る

②
消
費
者
と
事
業
者
、
事
業
者
同
士
で
負
担
の
押
し
付

け
合
い
に
な
っ
て
い
る
③
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
公
表
サ
イ

ト
に
よ
る
個
人
情
報
の
漏
洩
④
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕

入
税
額
控
除
相
当
分
を
電
力
会
社
が
負
担
す
る
が
、
そ

の
損
失
分
を
電
気
料
金
に
上
乗
せ
と
い
う
形
で
賄
わ
れ

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
電
気
料
金
が
値
上

が
り
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
⑤
周
知
が
不
十
分
な
こ
と

で
問
題
が
起
き
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
業
者

の
方
の
理
解
と
納
得
の
も
と
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
当
面
の
間
、
延
期
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
佐
久
間　
奈
々

か
く  

し

こ 

ば
や
し

果
結
査
審
の
願
請 引

き
下
げ
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
又
は

脳
ド
ッ
ク
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
、
対
象

年
齢
の
拡
大
と
合
わ
せ
助
成
額
を
１
７
，
５
０
０
円
か

ら
３
万
円
に
引
き
上
げ
る
な
ど
の
評
価
で
き
る
事
業
も

あ
る
が
、
国
保
税
の
完
納
要
件
が
あ
る
な
ど
の
問
題
も

あ
る
の
で
反
対
す
る
。

鈴
木　
三
男

15(水) 議会運営委員会
議員全員協議会
・花園IC拠点整備プロジェクト
・令和５年度組織改正
・川本複合施設における高齢者福祉
　青少年活動複合施設もくせい館の
　取扱い
・任意接種費用助成制度の概要

22(水)

28(火)

・出産・子育て応援交付金事業
・深谷赤十字病院放射線治療装置整
　備に関する支援
・深谷市環境基本計画
・派遣型救急ワークステーションの
　設置
議会運営委員会、議会開会、議案説明
予算特別委員会
議案質疑

総務委員会
福祉文教委員会
産業建設委員会

2(木)
3(金)
6(月)

議
　
長
（※

）
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